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論文内容の要旨






を行なった。ニュー口ン活動の記S柔には， リチウムカルミンまたはファストグリーン FCF を封入し
たガラス管微小電極を使用し，記録終了後，記録電極を介しての通電により色素を沈着させ，実験終
了後，組織切片を作製し，記録部位を同定した。
l味刺激には ， 3rc に保った1.0M蕉糖溶液， 0.1M 食塩水， 0.03M塩酸， 0.02M塩酸キニーネ溶液
(以上を， 4 基本日未質を代表する溶液とした) ，および， 0.01M , 0.03M , 0.3M , 1.0M 食塩水を，
温度刺激には， 5 oC , 200C , 40 0C の蒸溜水を使用した。さらに，毛筆を使用し，舌表面への触刺激を
行なった。 溶液は，舌前方部中央においたピペットを介して， 1 回 3mg 投与し， 10秒後に ， 3rc水道
水にて十分に洗滅した。なわ，刺激開始時点は，光電管を利用し，溶液が舌に接触した瞬間を正確に
記S柔した。
届桃体は，多くの亜核から構成されている。ゆえに，小池上の分類 (Acta Med. B iol. (N i iga ta) , 
10 : 161 , 1963) を参考にし，届桃体を，皮質内側核群 (CM) ，基底外側核群 (BL) ，さらに，味覚













扇桃{本日未応答性ニューロンの昧応答特性としては次の点が確認された。 1) 4 基本I味液のうち， 1 
種または 2 種の溶液にのみ応じる特呉↑生ニューロンが多かった。 2) I味刺激により放電量が増加する
促進型ニューロンが最も多かったが， I味刺激により放電 (12 が減少する抑制型ニュー口ンや， I味刺激の
種類により促進型や抑制型の応答を示す複雑型ニュー口ンも少数ではあるが存在した。 3 )昧応答は，
多'くの場合-過性で， 1 ~ 2 秒で自発放電のレベルに戻った。 4 )臼発放電-i-12 に比較して， I味応答j止
がj、さかった。 5) 4 基本|味液問の応符 llt にほとんと会差がなかった。 6 )刺激溶液の濃度上舛に伴う
応答j止の増加度は微弱であった。
扇桃体のいずれの核群に属する l味応答性ニュー口ンも，ほぼ同じ前記名応答特'l"t_を示したが， 3 核
群のニューロン問では次の相違をも認めた。すなわち， CMむよびBLニュー口ンは， Ce ニュー口ン
に比較して，特定の味抗への応答特呉川がi向く，応答持続Hキ問が担く，ならびに，刺激強度の増大に
f半う L芯容(止の明大がf~めて小さかった口
~}も著HJlな反応を，;秀発した I味 Tf により，扇桃体味応答'1''1:ニューロンを ， 1;焦附ベストニュー口ン，食
塩ベストニューロン，塩酸ベストニュー口ン，キニーネベストニューロンの 4 種に分類した場合， Ce 
では， 4 種のベストニューロンが，ほほ~rliJ じ割合で存在したのに対して， CMでは，キニーネベスト
ニューロンが少なく， BL では， J;çg私有べ、ストニューロンが少なかった口なむ，キニーネベストニュー
ロンの大部分は，応、符ytの低いニュー口ンであった。
すでに限(りされている孤束核，橋|味覚野，視床|味覚野，大脳皮質!味覚肝にむける味覚ニュー口ンの
応芥特性と，本実験結果とを比較すると， Ceニューロンは， CMむよびBLニューロンに比較して，
I'. ， ]c各味覚野ニューロン，特に，視床味覚野ニューロンおよび大脳皮質味覚肝ニューロンの応答特性
に類似していることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
扇桃体は食行動，唾液分泌などの調節に関与している辺縁系構造である。しかし，前記機能と密に
関係のある I味覚情報の受衝あるいは処置についての届桃体機能については殆んど解明されていない。
本研究はラットにつき，各種味刺激に対する扇桃体各亜核ニューロンの応答を記録し，その結果を
ハU??つ山
分析して，扇桃体の味応答持性を明らかにしたものである。口腔生理学的に極めて重要な価値ある業
績であって，本研究者は歯学博士の学位をうる資格があると認める。
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